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１.１ プロジェクトファイルについて
TNTmips の独自フォーマットであるRVCファイルについて解説しています。
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２.１　空間データの表示
マイクロイメージ社のサンプルデータを使って、「2次元データの表示」や「3次元データの表示」を実習します。2次元データの表示では拡大・縮小や移動についてのさまざまなテクニックを解説しています。

１.２ サンプルデータのインストール
自習用データをお使いのコンピュータへ移す際の注意点などをご紹介しています。

１.３ TNTmips の起動と終了
TNTmips の起動と終了の方法についてご紹介しています。

２.２ 衛星データのインポート
Landsat画像をTNTmipsへインポートし、さらに画像を奇麗に表示するためのコントラストの調整について解説しています。

２.３ ジオリファレンス
地形図画像へのジオリファレンスとその地形図画像をもとにしたLandsat画像へのジオリファレンスについて解説しています。GISデータを扱ううえで基本となるポイントです。

２.４ ベクタデータのインポート/エクスポート
一般的によくつかわれている「シェイプファイル」と「csvファイル」をベクタデータとしてインポートします。また、ベクタデータのスタイルの変更のし方についても解説しています。さらに、最近よく使われているGoogle Earth のファイルフォーマットへのエクスポートについて解説しています。

２.５ ベクタデータの編集
２．３でジオリファレンスした地形図画像をもとにベクタデータを編集していきます。ベクタデータの作り方から要素に対して属性を関連付ける方法まで、ベクタデータの作成及び編集の際に使うテクニック満載です。

２.６ 画像分類
衛星画像の解析方法には様々なものがありますが、ここでは「教師なし分類」のし方について解説しています。また、いらない部分だけを隠す方法など、画像分類以外でも使えるテクニックも解説しています。

２.７ ラスタの集計
２．６での分類結果ラスタを２．５で作成した市町村ベクタで集計します。最終的に、集計結果をcsv形式で出力し、Excelを使って各市町村の土地被覆率を算出します。

２．８ レイアウトと印刷
２．４で作成した市町村ベクタと２．６で作成した分類結果を使って、印刷用レイアウトを作成します。また、マップグリッドや方位指針、スケールバーなどを使って見栄えのするレイアウトの作成テクニックを解説しています。

２.９ 標高データの解析
実習の最後に、解析例をもう一つご紹介します。ここでは10mDEMデータを使って地形の特徴を把握する方法を解説しています。

３.１ ビット数と表現可能な数値
ラスタデータを扱う場合、データによって必要なビット数が決まります。ここでは、代表的なデータとそのビット数の対応表を掲載しています。

３.２ SMLサンプル
TNTmipsには“SML”とういうC言語風の独自のGIS処理言語があります。ここではその使用例を解説しています。

TNTmips Free/Basic の場合、SMLを実行することができません。参考までにご覧ください。

３.３ トラブル時の処理
処理を行っていると、様々な理由でOSやソフトウェアがフリーズしてしまう場合があります。このようなトラブルに遭遇した場合の対処法を解説しています。




